




図１　試料採取地点の地質柱状図と試料採取層順







放射性炭素年代測定 
山形 秀樹（パレオ・ラボ） 

 
１ ． は じ め に 

三ケ所遺跡より検出された炭化材の加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定を実施
した。 
 
２ ． 試 料 と 方 法 

試料は、SX103 14C-1 から出土した炭化材 1 点である。 
試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨(グラファイト)に調整した後、加速

器質量分析計(AMS)にて測定した。測定された 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行なった後、
補正した 14C 濃度を用いて 14C 年代を算出した。 
 
３ ． 結 果 

表１に、試料の同位体分別効果の補正値（基準値-25.0‰）、同位体分別効果による測定誤差を補正
した 14C 年代、14C 年代を暦年代に較正した年代を示す。 

14C 年代値(yrBP)の算出は、14C の半減期として Libby の半減期 5,568 年を使用した。また、付記し
た 14C 年代誤差(±1σ)は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差(One sigma)に相当する年
代である。これは、試料の 14C 年代が、その 14C 年代誤差範囲内に入る確率が 68%であることを意味
する。 
 
表 1  放 射 性 炭 素 年 代 測 定 お よ び 暦 年 代 較 正 の 結 果 

14C 年代を暦年代に較正した年代 測定番号 
(測定法) 試料データ δ13CPDB 

(‰) 
14C 年代 

(yrBP±1σ) 暦年代較正値 １σ暦年代範囲 

PLD-1596 
(AMS) 

炭化材 
SX103 

14C-1 
-26.9 885±30  cal AD 1160 

 cal AD 1060 - 1085 (23.3%) 
 cal AD 1125 - 1140 (26.5%) 
 cal AD 1155 - 1210 (61.7%) 

 
なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。 

 
暦 年 代 較 正 

暦年代較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出された 14C 年代に対し、
過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、および半減期の違い(14C の半減
期 5,730±40 年)を較正し、より正確な年代を求めるために、14C 年代を暦年代に変換することである。
具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚の U-Th 年代と 14C 年代の比較、
および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて 14C 年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正
曲線を作成し、これを用いて 14C 年代を暦年代に較正した年代を算出する。 

14C 年代を暦年代に較正した年代の算出に CALIB 4.3(CALIB 3.0 のバージョンアップ版)を使用した。



なお、暦年代較正値は 14C 年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、1σ暦年代範囲はプログラ
ム中の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の百分率の
値はその 1σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、10%未満についてはその表示を省略した。1
σ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に影付け部分で示
した。 
 
４.考 察 

試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行なった。暦年代較正した 1σ暦年代範囲のう
ち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、SX103 14C-1 から出土した炭化材は 
cal AD 1155 - 1210 年が、より確かな年代値の範囲として示された。 
 
引 用 文 献 
中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎.日本先史時代の 14C 年代、p.3-20. 

Stuiver, M. and Reimer, P. J. (1993) Extended 14C Database and Revised CALIB3.0 14C Age Calibration 

Program, Radiocarbon, 35, p.215-230. 

Stuiver,M., Reimer,P.J., Bard,E., Beck,J.W., Burr,G.S., Hughen,K.A., Kromer,B., McCormac,F.G., v.d. 

Plicht,J., and Spurk,M. (1998) INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration, 24,000-0 cal BP, Radiocarbon, 

40, p.1041-1083. 









表１　花粉化石一覧表



図１　SD101（試料１）の花粉化石分布図



図２　SX201（試料９）の花粉化石分布図



図版１　産出した花粉化石（scale bar:10μm a:1 b:2～5）
1.ツガ属、試料9、PAL.ML　1677
2.ハンノキ属、試料9、PAL.MN　1678
3.コナラ属コナラ亜属、試料9、PAL.ML 1673
4.シイノキ属、試料9、PAL.ML 1674
5.ツツジ科、試料9、PAL.ML 1679



図版2　産出した花粉化石（scale bar:10μm ）
1.イネ科、試料9、PAL.ML　1675
2.ソバ属、試料9、PAL.MN　1672
3.ヨモギ属、試料9、PAL.ML 1676









第１表.　人口溝・不明遺構内堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、主に安藤（1990）による）



第１図•　人口溝SD101内堆積物中の珪藻化石分布図（0.2%以上の分類群を表示）



第２図•人口溝SD102内堆積物中の珪藻化石分布図（0.2%以上の分類群を表示）



第３図•人口溝SD401内堆積物中の珪藻化石分布図（0.2%以上の分類群を表示）



第４図．不明遺構SX101内堆積物中の珪藻化石分布図（0.1%以上の分類群を表示）



第５図．不明遺構SX201内堆積物中の珪藻化石分布図（0.2%以上の分類群を表示）











遺構･グリッド No. イネ イネ穎破片 ネザサ節型 クマザサ属型 他のタケ亜科 ヨシ属 シバ属 キビ族 ウシクサ族 ジュズダマ属 不明

（個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ）（個/ｇ）（個/ｇ）（個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ）（個/ｇ）

 SX201 10i上 9 2,100 0 593,100 8,400 5,200 6,300 1,000 5,200 59,700 0 40,900
　    　　　　下10 14,900 1,100 415,300 14,900 3,200 4,200 2,100 4,200 35,100 1,700 39,300
 SX101   9i上 7 23,100 1,000 264,900 6,700 5,800 3,900 1,000 2,900 63,600 0 45,300
　  　　　　  下 8 18,500 1,900 194,300 10,200 900 2,800 1,900 5,600 35,200 0 40,700
 SD102 10f上 3 2,100 0 372,200 15,600 0 5,200 0 0 44,600 0 28,000
　　　　　　　下4 6,200 1,000 312,900 14,400 3,100 3,100 0 2,100 38,100 0 32,900
 SD101   9i上 1 5,000 0 498,100 17,900 7,900 3,000 0 3,000 57,600 0 42,700
               下 2 6,200 1,000 144,500 6,200 4,200 2,100 0 5,200 23,900 0 20,800
 SD401  8c上 5 4,100 0 356,700 13,300 5,100 5,100 0 2,000 57,200 0 40,900
               下 6 900 0 39,100 2,800 0 900 0 0 3,700 0 9,300



図１　プラント・オパール分布図







放射性炭素年代測定 
山形 秀樹（パレオ・ラボ） 

 
１ ． は じ め に 

三ケ所遺跡より検出された炭化材のガス比例計数管法（GPC 法）による放射性炭素年代測定を実施
した。 
 
２ ． 試 料 と 方 法 

試料は、SK501 XA5h より採取した炭化材（クヌギ節）1 点、SK501 XA5hi より採取した炭化材（ク
ヌギ節）1 点の併せて 2 点である。 

試料は、アルカリ・酸処理を施して不純物を除去し、アセチレンに調整した後、ガス比例計数管(GPC)
にて測定した。測定された 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行なった後、補正した 14C 濃度
を用いて 14C 年代を算出した。 
 
３ ． 結 果 

表１に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値-25.0‰）、同位体分別効果による測定誤差を補
正した 14C 年代、14C 年代を暦年代に較正した年代を示す。 

14C 年代値(yrBP)の算出は、14C の半減期として Libby の半減期 5,568 年を使用した。また、付記し
た 14C 年代誤差(±1σ)は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差(One sigma)に相当する年
代である。これは、試料の 14C 年代が、その 14C 年代誤差範囲内に入る確率が 68%であることを意味
する。 

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。 
 
暦 年 代 較 正 

暦年代較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出された 14C 年代に対し、
過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、および半減期の違い(14C の半減
期 5,730±40 年)を較正し、より正確な年代を求めるために、14C 年代を暦年代に変換することである。
具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚の U-Th 年代と 14C 年代の比較、
および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて 14C 年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正
曲線を作成し、これを用いて 14C 年代を暦年代に較正した年代を算出する。 

14C 年代を暦年代に較正した年代の算出に CALIB 4.3(CALIB 3.0 のバージョンアップ版)を使用した。
なお、暦年代較正値は 14C 年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、1σ暦年代範囲はプログラ
ム中の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の百分率の
値はその 1σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、10%未満についてはその表示を省略した。1
σ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示した。 
 
４．考察 



各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行なった。暦年代較正した 1σ暦年代範囲の
うち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲と
して示された。 
 
引 用 文 献 
中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎.日本先史時代の 14C 年代、p.3-20. 

Stuiver, M. and Reimer, P. J. (1993) Extended 14C Database and Revised CALIB3.0 14C Age Calibration 

Program, Radiocarbon, 35, p.215-230. 

Stuiver,M., Reimer,P.J., Bard,E., Beck,J.W., Burr,G.S., Hughen,K.A., Kromer,B., McCormac,F.G., v.d. 

Plicht,J., and Spurk,M. (1998) INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration, 24,000-0 cal BP, Radiocarbon, 

40, p.1041-1083. 



囲範代年暦σ１値正較代年暦

表表11..　　放放射射性性炭炭素素年年代代測測定定おおよよびび暦暦年年代代較較正正のの結結果果
ターデ料試 δ 31 C BDP

)‰(

41 代年C
)σ1±PBry(

号番定測
）法定測（

41 C 代年暦を代年 に し正較 た 代年

5601 DA lac 
0801 DA lac 
5211 DA lac 
5311 DA lac 
5511 DA lac 

)%6.29( 5611 - 5301 DA lac 

)%001( 0611 - 5201 DA lac 

0401 DA lac 
0011 DA lac 
5111 DA lac 
0411 DA lac 
0511 DA lac 

9502-DLP
)CPG(

材化炭
）節ギヌク（
20GSYⅡ
105KS
ih5AX

2.72-

06±029

06±049

1.62-
0602-DLP
)CPG(

材化炭
）節ギヌク（
20GSYⅡ
105KS
h5AX



三ケ所遺跡出土炭化材の樹種同定 
                                                   植田弥生（パレオ・ラボ） 

 
１． はじめに 
   日進市浅田町に所在する当遺跡の土坑SK501から出土した炭化材２試料の樹種同定結果を報告する。 
 
２．試料と方法 
 炭化材は、各ビニール袋に数点の破片が採取されていた。先ず、炭化材の横断面(木口)を手で割り実体
顕微鏡で分類群のおおよその目安をつける。アカガシ亜属･コナラ節･クヌギ節･クリ･シイノキ属などは、
横断面の管孔配列が特徴的であり、実体顕微鏡下の観察で同定可能であるが、それ以外の分類群について
は3方向の断面(横断面･接線断面･放射断面)を走査電子顕微鏡で観察し同定を決定する。またコナラ節やク
ヌギ節などでも、年輪幅の狭いぬか目や逆に年輪幅の広い試料などは実体顕微鏡下では誤同定の恐れがあ
るので、このような試料については走査電子顕微鏡で確認した。走査電子顕微鏡用の試料は、3断面を5m
m角以下の大きさに整え、直径１cmの真鍮製試料台に両面テ－プで固定し、試料を充分乾燥させた後、金
蒸着を施し、走査電子顕微鏡(日本電子㈱製 JSM-T100型)で観察と写真撮影を行った。 
 
２． 結果 
  2試料に含まれていた破片は、すべてクヌギ節であった。炭化材の形状は、直径1cm前後の芯持ちの丸
木や、放射径(材の肥大成長方向の長さ)が3～5cmの破片、小破片など様々であった。また、年輪数も5～9
年輪数の破片や、年輪数が非常に狭いぬか目材で35年輪以上ある破片などが観察された。従って、個体の
異なる複数の材か、一本の木でも異なる部位が含まれていたと考えられる。 
 

試料 遺構 グリット 日付け 検出樹種 備考 

① SK501 XA5h･i 030226 クヌギ節 
放射径3～5cmで10年輪前後の破片、直径
1.2cm丸木、放射径2.5cmで約35年輪数
の破片など多数 

② SK501 XA5h 030227 クヌギ節 
放射径3cmで10年輪前後の破片、直径1c
mの破片など数片 

 
材組織記載 
コナラ属コナラ亜属クヌギ節  Quercus subgen. Quercus sect. Cerris  ブナ科 図版１  1a-1c(SK
501①) 2(SK501②) 
  年輪の始めに大型の管孔が1～3層配列し、晩材部は厚壁･円形の小型管孔が単独で放射方向に配列する
環孔材。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、内腔にチロ－スが発達している。放射組織は単列と広放射
組織がある。 
 クヌギ節は暖帯の丘陵から低山地に普通の落葉高木で、クヌギとアベマキが属する。 
 
４．考察 



  SK501は、平安時代後期の住居跡内のカマドの可能性があり、従って出土した炭化材の由来は燃料材と
の関連性が考えられる。出土炭化材の樹種は、すべて落葉広葉樹のクヌギ節であった。当地域一帯には、
飛鳥時代から平安時代の窯址が点在し、窯業活動が盛であった地域である。その主な燃料材樹種は、落葉
広葉樹のクヌギ節やコナラ節であった事が知られている(日進町教育委員会、1984、愛知県埋蔵文化財セ
ンター、1999など)。今回の調査において、住居跡内のカマドの可能性がある土坑からもクヌギ節の炭化
材が検出されたことから、当時はクヌギ節の材が燃料材として生業ばかりではなく、生活の中でも普通に
利用されていたのかも知れない。それだけ平安時代後期ごろは、クヌギ節の樹種が豊富に生育していて、
入手が容易な森林環境であったとも類推できる。 
 
引用文献 
日進町教育委員会、1984、『愛知県日進町株山地区埋蔵文化財発掘調査報告書』。 
愛知県埋蔵文化財センター、1999、『細口下1号窯 鴻ノ巣古窯 高針原1号窯』。 



図版１　三ケ所遺跡出土炭化材の走査電子顕微鏡写真

1a　クヌギ節（横断面）
SK501①　bar:1.0mm

1b　クヌギ節（接線断面）
SK501①②　bar:1.0mm

2　クヌギ節（横断面）
SK501②　bar:1.0mm



放射性炭素年代測定 
山形 秀樹（パレオ・ラボ） 

 
１ ． は じ め に 

西田面遺跡より検出された木片および炭化物の加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代
測定を実施した。 
 
２ ． 試 料 と 方 法 

試料は、ⅡYND03C から出土した樹木の年輪の外側部分より採取した木片 1 点、ⅡYND03C・Ⅳ
E6j・SK05 ベルトから採取した炭化物 1 点の併せて 2 点である。 

これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨(グラファイト)に調整した後、
加速器質量分析計(AMS)にて測定した。測定した 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った後、
補正した 14C 濃度を用いて 14C 年代を算出した。 
 
３ ． 結 果 

表１に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値-25.0‰）、同位体分別効果による測定誤差を補
正した 14C 年代、14C 年代を暦年代に較正した年代を示す。 

14C 年代値(yrBP)の算出は、14C の半減期として Libby の半減期 5,568 年を使用した。また、付記し
た 14C 年代誤差(±1σ)は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差(One sigma)に相当する年
代である。これは、試料の 14C 年代が、その 14C 年代誤差範囲内に入る確率が 68%であることを意味
する。 

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。 
 
暦 年 代 較 正 

暦年代較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出された 14C 年代に対し、
過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、および半減期の違い(14C の半減
期 5,730±40 年)を較正し、より正確な年代を求めるために、14C 年代を暦年代に変換することである。
具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚の U-Th 年代と 14C 年代の比較、
および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて 14C 年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正
曲線を作成し、これを用いて 14C 年代を暦年代に較正した年代を算出する。 

14C 年代を暦年代に較正した年代の算出に CALIB 4.3(CALIB 3.0 のバージョンアップ版)を使用した。
なお、暦年代較正値は 14C 年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、1σ暦年代範囲はプログラ
ム中の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の百分率の
値はその 1σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、10%未満についてはその表示を省略した。1
σ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示した。 

暦年代較正は約二万年前から AD1,950 年までが有効であり、該当しないものについては 14C 年代を
暦年代に較正した年代を*****または Modern と表記した。 



 
４ ． 考 察 

各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行った。暦年代較正した 1σ暦年代範囲のう
ち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲とし
て示された。 
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